
杉山新副委員長のかけ声で「団結頑張ろう」を行った定期大会

ＭＩＣが緊急電話相談

相
談
者
か
ら
の
話
を
聞
く
女
性
弁
護
士

「
特
定
日
の
広
告
に
強
み
」

深
刻
な
セ
ク
ハ
ラ
被
害
４
件

営
業
職
懇
、新
聞
の
未
来
探
る

選
出
さ
れ
た
役
員

中
央
執
行
委
員
長

　
選
　
出
　
中
（
朝
日
）

中
央
副
委
員
長

    

杉
山
惠
一
（
全
下
野
）     

新

書
記
長

    

相
川
和
男
（
日
経
）　
　  

再

書
記
次
長
　
　
　

    

加
藤
健
（
新
聞
合
同
）     

再

　
伊
藤
明
弘
（
関
西
合
同
）  

再

中
央
執
行
委
員

　
牧
之
段
英
樹
（
北
海
道
）  

新

    

佐
久
間
利
幸
（
福
民
）     

新

　
村
山
健
太
（
千
葉
）         

新

　
西
村
誠
（
共
同
）             

新

　
宇
佐
見
昭
彦
（
東
京
）　  

再

　
高
津
和
也
（
新
潟
）         

再

    

松
永
喜
代
文
（
大
読
）     

再

　
斉
藤
章
平
（
神
戸
デ
）　  

新

　
斉
間
大
輔
（
山
陰
）　
　  

再

    

植
村
慎
一
郎
（
高
知
）     

再

　
天
本
篤
志
（
西
日
本)     

再

　
外
間
愛
也
（
琉
球
）         

再

　
大
宮
司
聡
（
朝
日
）         

再

　
塚
本
善
隆
（
朝
日
）         

再

　
遠
藤
拓
（
毎
日
）             

再

　
山
田
基
晴
（
毎
日
）         

再

　
本
田
克
樹
（
読
売
）         

再

　
羽
鳥
大
介
（
日
経
）         

再

会
計
監
事

　
星
岳
（
茨
城
）　
　
　
　  

新

　
鹿
野
順
一
（
山
形)

　
　  

新

定
期
大
会
、９
月
26
日
再
開

　
新
聞
労
連
は
７
月
２４
～
２５
日
の
２
日
間
、
東
京
都
内
で
第
１
３
２
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。
メ
ー
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
人

権
侵
害
許
さ
ず
　
新
聞
労
働
者
の
権
利
守
ろ
う
」
を
掲
げ
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
許
さ
な
い
方
針
な
ど
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
導
入
に
反
対
す
る
特
別
決
議
も
行
っ
た
。
今
定
期
大
会
で
は
本
部
委
員
長
・
副
委
員
長

の
任
期
終
了
に
伴
い
、
新
副
委
員
長
に
杉
山
惠
一
氏
（
全
下
野
新
聞
労
組
、
非
専
従
）
が
就
い
た
。
一
方
、
朝
日
新
聞
労
組
か

ら
選
出
予
定
の
新
委
員
長
は
単
組
手
続
き
中
で
あ
る
た
め
、
承
認
手
続
き
を
延
期
。
大
会
を
一
旦
休
会
と
し
、
９
月
２６
日
に
再

開
大
会
を
招
集
し
て
新
執
行
部
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。
（
２
、３
面
に
定
期
大
会
特
集
）

　
販
売
、
広
告
、
事
業
を
対
象

と
し
た
営
業
職
場
全
国
集
会
が

７
月
６
日
、
都
内
で
開
か
れ
、

全
国
か
ら
３８
人
が
参
加
し
た
。

　
集
会
で
は
２
つ
の
基
調
講
演

が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
最
初
に
、

「
新
聞
広
告
と
新
聞
社
の
こ
れ

か
ら
～
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
現
場
か

ら
見
た
新
聞
広
告
・
新
聞
の
可

能
性
」
と
題
し
て
電
通
第
２
統

合
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
局
長
の
楠

本
和
哉
さ
ん
が
講
演
。
楠
本
さ

ん
は
デ
ジ
タ
ル
広
告
の
現
状
を

解
説
し
、
新
聞
の
広
告
の
可
能

性
と
し
て
「
何
か
の
記
念
日
な

ど
特
定
の
日
に
不
特
定
多
数
の

人
達
に
Ｐ
Ｒ
す
る
広
告
は
新
聞

が
強
み
を
発
揮
で
き
る
」
と
提

言
し
た
。

　
続
い
て
、
東
洋
大
学
の
薬
師

寺
克
行
教
授
が
、「
東
洋
大
学

社
会
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
の
『
新
聞
活
用
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。
同
大
学
で
は
今

年
４
月
か
ら
１
年
間
、
１
年
生

１
５
７
人
全
員
の
自
宅
に
「
教

材
」
と
し
て
朝
日
新
聞
ま
た
は

読
売
新
聞
を
配
達
（
講
読
料
は

大
学
が
負
担
）
し
、
学
生
に
新

聞
を
読
ま
せ
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
担
当
の
薬
師
寺
教
授
は
、
学

生
の
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
や

情
報
収
集
・
分
析
ス
キ
ル
強
化

が
狙
い
と
し
て
、「
学
生
た
ち

は
新
聞
へ
の
興
味
が
湧
き
つ
つ

あ
る
」
と
現
状
を
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
は
販
売
、

広
告
、
事
業
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
の
現
状
や
問
題
点

に
つ
い
て
議
論
し
た
。

山
陽
労
組「
約
束
守
れ
」

　
新
聞
労
連
が
加
盟
す
る
日
本

マ
ス
コ
ミ
文
化
情
報
労
組
会
議

（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
、
議
長
・
小
林
基
秀

新
聞
労
連
委
員
長
）
は
７
月
１

日
、「
日
本
労
働
弁
護
団
・
女

性
労
働 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
（
Ｐ
Ｔ
）」（
代
表
・
長
谷
川

悠
美
弁
護
士
）の
協
力
を
得
て
、

メ
デ
ィ
ア
で
働
く
女
性
を
対
象

と
し
た
電
話
相
談
「
緊
急
セ
ク

ハ
ラ
１
１
０
番
」
を
新
聞
労
連

書
記
局
で
行
っ
た
。
相
談
は
４

件
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
悪
質
・

深
刻
な
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。

　
こ
の
う
ち
、
新
聞
・
通
信
の

女
性
は
、
酒
席
で
他
社
の
男
性

記
者
か
ら
身
体
接
触
や
性
的
な

　
定
期
大
会
で
は
２
０
１
７
年

度
決
算
で
の
単
年
度
黒
字
化
を

達
成
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た

ほ
か
、
１８
年
度
予
算
の
財
政
方

針
と
し
て
、
引
き
続
き
、
組
合

員
１
人
当
た
り
月
額
６
１
０
円

（
犠
牲
者
救
援
金
１０
円
を
含
む
）

を
労
連
会
費
と
す
る
こ
と
、「
組

織
拡
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
す
る
こ

と
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。
さ
ら

に
１８
年
度
の
運
動
方
針
で
は
、

長
時
間
労
働
の
是
正
の
ほ
か
、

男
女
平
等
の
労
働
環
境
実
現
な

ど
を
掲
げ
る
な
ど
の
方
針
が
確

認
さ
れ
た
。

　
特
別
決
議
「『
働
か
せ
放
題
』

の
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

制
度
を
職
場
に
導
入
さ
せ
ず
、

法
律
以
上
の
厳
し
い
残
業
規
制

を
実
現
す
る
取
り
組
み
を
強
め

よ
う
」
も
採
択
さ
れ
た
。

　
単
組
活
動
を
表
彰
す
る
組
合

活
動
企
画
賞
に
北
海
道
新
聞
労

組
の
「
年
間
企
画
ニ
ュ
ー
ス
に

よ
る
新
し
い
働
き
方
の
問
い
か

け
」、
東
日
印
刷
労
組
の
「
春

闘
ア
ン
ケ
ー
ト
改
善
の
取
り
組

み
」、
新
聞
通
信
合
同
ユ
ニ
オ

ン
の
「
パ
ワ
ハ
ラ
撤
廃
・
労
組

立
て
直
し
の
取
り
組
み
」
の
計

３
単
組
が
受
賞
し
た
。

　
労
連
３
役
人
事
に
関
し
て

は
、
小
林
基
秀
委
員
長
（
北
海

道
新
聞
労
組
）
お
よ
び
大
津
昭

浩
副
委
員
長
（
化
学
工
業
日
報

労
組
、
非
専
従
）
が
退
任
。
新

た
に
杉
山
副
委
員
長
（
全
下
野

労
組
、
非
専
従
）
が
就
い
た
。

相
川
和
男
書
記
長
（
日
経
新
聞

労
組
）
は
再
任
し
た
。
新
委
員

長
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
選
出

単
組
の
朝
日
労
組
内
で
の
手
続

き
終
了
を
待
ち
、
今
大
会
で
の

承
認
を
保
留
し
た
。

　
こ
の
た
め
定
期
大
会
は
休
会

と
し
、
新
委
員
長
承
認
手
続
き

を
再
開
す
る
た
め
に
９
月
２６
日

に
再
開
大
会
を
招
集
す
る
こ
と

が
中
央
執
行
委
員
会
か
ら
提

　
山
陽
新
聞
労
組
が
不
当
労
働

行
為
の
救
済
を
追
加
で
申
し
立

て
た
２
０
１
６
年
分
の
「
一
時

金
８
カ
月
」
問
題
で
、
岡
山
県

労
働
委
員
会
の
第
４
回
調
査
が

７
月
４
日
に
行
わ
れ
た
。
組
合

側
は
「
労
使
関
係
を
正
常
に
戻

し
て
ほ
し
い
。
１５
・
５
％
の
賃

下
げ
を
し
た
時
に
『
予
測
が
は

ず
れ
て
儲
か
っ
た
ら
一
時
金
を

年
間
８
カ
月
分
以
上
払
う
』
と

約
束
し
た
の
だ
か
ら
、
払
っ
て

ほ
し
い
と
言
っ
て
い
る
だ
け

だ
」
と
あ
ら
た
め
て
訴
え
た
。

　
秋
以
降
に
行
わ
れ
る
証
人
尋

問
に
向
け
、
組
合
側
は
藤
井
書

記
長
を
証
人
申
請
済
み
。
こ
の

日
の
席
上
で
「
当
時
の
川
端
労

担
も
最
重
要
証
人
。
ぜ
ひ
証
言

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
会
社

側
証
人
へ
の
尋
問
も
求
め
た
。

　
次
回
調
査
は
８
月
２３
日
。
１７

年
分
の
一
時
金
に
つ
い
て
も
５

月
に
追
加
の
申
し
立
て
を
し
て

お
り
、
県
労
委
は
１６
～
１７
年
分

を
併
合
審
査
す
る
方
針
。
１５
年

以
前
分
は
中
央
労
働
委
員
会
の

再
審
査
が
５
月
に
結
審
し
、
今

秋
に
も
命
令
が
出
る
見
通
し
。

【
争
議
弾
圧
対
策
副
部
長
・
宇

佐
見
昭
彦
】

冗
談
・
か
ら
か
い
の
被
害
を
受

け
た
。
多
く
の
女
性
記
者
が
被

害
に
遭
っ
て
い
る
た
め
上
司
に

相
談
し
た
い
が
、
加
害
男
性
の

報
復
や
仕
事
を
外
さ
れ
る
こ
と

が
怖
い
と
い
う
。

　
出
版
の
女
性
は
、
職
場
の
雰

囲
気
が
お
か
し
い
と
思
っ
て
い

た
ら
上
司
か
ら
退
職
を
勧
奨
さ

れ
た
。
そ
の
理
由
が
、
職
場
の

男
性
と
の
性
的
関
係
や
そ
の
内

容
に
つ
い
て
相
手
側
が
職
場
内

で
ば
ら
し
、
噂
に
な
っ
て
い
た

た
め
と
知
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
。

　
放
送
局
の
女
性
は
、
酒
席
で

胸
を
触
っ
た
同
僚
男
性
に
後
日

謝
罪
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
取
り

合
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
上
に

胸
を
触
っ
た
こ
と
を
吹
聴
さ
れ

た
。
男
性
は
上
司
か
ら
注
意
さ

れ
た
よ
う
だ
が
、
女
性
も
「
冗

談
が
通
じ
な
い
人
間
」
と
受
け

止
め
ら
れ
不
利
益
を
被
っ
た
と

い
う
。

　
新
聞
労
連
は
セ
ク
ハ
ラ
撲
滅

を
掲
げ
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
、
女
性
弁
護
士
が
対
応
す
る

常
設
の「
セ
ク
ハ
ラ
電
話
相
談
」

窓
口
を
近
く
開
設
す
る
ほ
か
、

そ
れ
を
周
知
す
る
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
、
配

布
す
る
方
針
だ
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
17
日
ま
で

　
マ
ス
コ
ミ
産
業
の
セ
ク
ハ
ラ

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
無
い
職
場
に
す
る

た
め
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
で
は
、
統
一

要
求
を
作
成
す
る
予
定
だ
。

　
そ
れ
に
先
立
ち
、
被
害
の
内

容
や
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
を

把
握
す
る
た
め
に
、
セ
ク
ハ
ラ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
８
月
１７

日
ま
で
行
っ
て
い
る
。
回
答
は

性
別
を
問
わ
ず
可
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト 

の
サ
イ
ト
は

URL https://kikimas.net/
mic/

高
プ
ロ
反
対
な
ど
決
議

 

副
委
員
長
に　

杉
山
氏 

（全下野 )

案
・
承
認
さ
れ
た
。

　
な
お
、
定
期
大
会
休
会
期
間

中
は
新
聞
労
連
規
約
４１
条
２
項

（
中
央
執
行
副
委
員
長
が
同
委

員
長
を
代
行
す
る
場
合
を
規

定
）
に
基
づ
い
て
、
杉
山
副
委

員
長
が
本
部
委
員
長
代
行
に
就

く
。再
開
大
会
の
公
示
は
来
月
、

新
聞
労
連
機
関
紙
９
月
１
日
付

号
に
て
行
う
予
定
。

一
時
金
問
題
、県
労
委
で
主
張
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定期大会宣言
　新聞労連は 7 月 ２４、２５ の両日、東京・浅草で「人権侵害を許さず　新聞労働者の権利
を守ろう」をメーンスローガンに、第 132 回定期大会を開きました。小林基秀委員長は、
大会冒頭のあいさつで、在京テレビ局の女性記者に対する財務省前事務次官のセクシャル
ハラスメント問題をきっかけに、マスコミ業界のセクハラが大きくクローズアップされた
ことなどにふれ、「私たちはどれだけ女性社員が苦しんできたかを理解してきたのだろう
か。セクハラを黙認している業界がいくら偉そうなことを言っても説得力がない。セクハ
ラをなくすことが一番の労働改善だ」と訴えました。
　新聞労連は、4 月 １８ 日、「『セクハラは人権侵害』財務省は認識せよ」との抗議声明を
発表。直後の ２１、２２ 日に労連が企画した全国女性集会では、約 ５０ 人の参加者一同が、「セ
クハラに我慢するのはもうやめよう」とするアピール文を採択し、社内・社外ともにセク
ハラは断固として許さないという強い意思を示しました。
　労連は 5 月、日本新聞協会に対しても、「メディアで働く女性の労働改善に関する申し
入れ」を行い、メディア業界で増加する女性労働者の家庭と仕事の両立や、キャリアアップ、
セクハラ対策を加盟各社に徹底するよう訴えました。セクハラ、パワハラなどのハラスメ
ントは人権侵害です。放置することは、新聞業界をはじめとするメディア業界の未来を閉
ざすことになりかねません。労連加盟単組は、ハラスメント根絶の取り組みをさらに強め
なければなりません。ハラスメントは、性別や年齢に関係なく、加害者にも被害者にもな
りえます。私たち新聞労働者もいま一度、自身の振る舞いを見つめ直す必要があります。
　新聞業界で働く者の命と健康を守り、真の働き方改革を実現することも欠かせません。
6 月に政府・与党は、多くの労働者の反対を無視し、「働き方改革関連法」を成立させまし
た。労働基準法をはじめ雇用対策法、労働安全衛生法、労働契約法など取り扱い法規が多
岐にわたり、働く者の権利を前進させると評価できる部分が少ない働き方改革関連法には、
私たちは一貫して反対してきました。事実上の「働かせ放題」となる高度プロフェッショ
ナル制度（以下、高プロ）や、過労死ラインを超える設定の「上限時間規制」は、直ちに
私たちの命と健康を脅かすもので、看過できません。私たちは、高プロの廃止と、上限規
制時間の引き下げを粘り強く訴え続けるとともに、職場に高プロを持ち込ませず、また法
定の上限時間を下回る規制の設定を目指していかなければなりません。4 月からは非正規
で働く人たちの無期雇用転換が始まりました。雇い止めなどの問題を想定し、加盟単組は
非正規のみなさんを支援していくことが重要です。
　労連が支援する争議のなかでは、新聞通信合同ユニオン電波新聞支部の時間外労働・休
日出勤手当の支払いを求めた残業代請求訴訟で、昨年 １２ 月、東京地裁で和解が成立しま
した。この争議の結果、組合員へのパワハラ、違法行為を働いてきた社長を退任させるこ
とができました。また、山陽新聞労組については、夏季一時金の支給額と県労委あっせん
への出席拒否をめぐる争議と、正副委員長を印刷職場から排除する異職種配転問題への支
援が続いています。正副委員長を別会社運営の新工場に出向させない理由に、印刷部門の
別会社化に反対する山陽労組の方針を挙げた会社の対応は、明らかな労働組合法違反です。
労連は 4 月、岡山県労働委員会に不当労働行為の救済を申し立てました。労連の総力を結
集し、支援をしていくことが必要です。
　新聞業界は部数と広告需要の低迷が続き、回復の兆しは見えません。沖縄では経費削減
を理由に、沖縄タイムス・琉球新報の 2 社による印刷の協業化の動きがあります。ただし、
経営合理化を目的としただけの労働者の不利益変更は認められません。労連を通じて一層
連携し、知恵を共有して、会社に対抗していきます。
　事の正誤ではなく、自分が気に入らない報道は、「捏造」「フェイク」と決めつけ、自分
が気に入らない言動は「反日」「売国」とののしるという風潮が広がっています。私たち
は新聞人として愚直に事実を伝えていくと同時に、フェイクニュースに対しては、フェイ
クだと発信していくことも必要でしょう。かつて新聞が戦争に加担した、煽ったとの痛烈
な批判から結成された新聞労連にとって、「非戦・非核」の取り組みは不可欠です。先日
の西日本豪雨をはじめとした災害では、家族を亡くしたり、家が倒壊したりした人々が多
数いました。沖縄では、戦後 ７０ 年以上経った現在も米軍基地を押しつけられたままで、
住民は問題への対応に疲弊している状況です。私たちには、こうした辛苦に遭遇している
市民の声なき声を紙面ですくい上げる責任があります。
　言論・表現の自由を守り、平和と民主主義を支える新聞の使命は、失われることはあり
ません。新聞のできることはまだあります。労連、各単組が主体となって信頼を勝ち取っ
ていくことが重要です。団結と連帯の力をもって、私たちの働きがい・働きやすさの向上
を目指していくことを、ここに宣言します。
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ハラスメント許さない

 

相
川
書
記
長

・
討
論
の
ま
と
め

　
質
疑
討
論
に
は
、
１３
人
の
代

議
員
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

　
山
陽
争
議
は
県
労
委
傍
聴
や

中
労
委
公
正
命
令
要
請
、物
販

な
ど
引
き
続
き
支
援
す
る
。

　
電
波
新
聞
争
議
の
勝
利
解
決

は
組
合
の
存
在

意
義
を
示
し

た
。当
該
２
人

と
新
聞
通
信
合

同
ユ
ニ
オ
ン
を
称
え
た
い
。

　
宮
古
毎
日
は
島
で
メ
デ
ィ
ア

初
の
労
組
を
立
ち
上
げ
た
が
、

そ
の
後
、
島
内
や
沖
縄
本
島
の

メ
デ
ィ
ア
労
組
が
続
々
結
成
さ

れ
た
。
労
組
が
良
い
影
響
を
与

え
る
好
例
だ
。

さ
せ
ら
れ
る
」と
の
意
見
や「
組

合
執
行
部
に
女
性
が
入
る
こ
と

が
大
事
」と
賛
否
あ
っ
た
。執
行

部
に
女
性
が
１
人
も
い
な
い
と

い
う
こ
と
は
不
自
然
と
本
部
は

考
え
る
。多
く
の
女
性
が
参
加

す
る
労
組
活
動
を
目
指
す
。

平
和
と
民
主
主
義
に
つ
い

て
。沖
縄
メ
デ
ィ
ア
は
県
民
に

寄
り
添
う
姿
勢
。本
土
の
メ
デ

ィ
ア
も
連
帯
が
求
め
ら
れ
る
。

広
島
・
長
崎
フ
ォ
ー
ラ
ム
、碑
前

祭
は
若
手
組
合
員
が
学
ぶ
機
会

　
沖
縄
の
新
聞
印
刷
協
業
化

は
、
組
合
員
の
労
働
条
件
を
守

る
た
め
、
引
き
続
き
役
に
立
つ

ア
ド
バ
イ
ス
に
心
が
け
た
い
。

　
新
聞
を
目
指
す
学
生
が
魅
力

に
思
え
る
産
業
に
す
る
こ
と

は
、
労
組
の
重
要
な
役
割
。
若

手
の
能
力
を
伸
ば
す
た
め
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
環
境

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
。

　
女
性
組
合
役
員
の
数
値
目
標

は「
定
め
な
く
て
も
、男
女
と
も

働
き
や
す
い
労
働
環
境
を
前
進

　
宮
崎
日
日
労
組
の
事
前
協

議
・
同
意
違
反
の
問
題
だ
が
、

労
使
対
等
の
原
則
に
立
ち
、
会

社
の
労
働
協
約
違
反
を
許
さ
ず

に
、
事
前
協
議
を
守
ら
せ
よ
う
。

　
読
売
西
部
か
ら
、
命
と
健
康

を
守
る
た
た
か
い
の
重
要
性
、

ま
た
西
日
本
豪
雨
の
取
材
で
、

記
者
の
危
険
な
労
働
を
懸
念
す

る
発
言
が
あ
っ
た
。
労
連
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
使
い
、
心
身
の
健

康
を
守
る
働
き
方
や
取
り
組
み

を
共
有
し
た
い
。

労
組
活
動
、
多
く
の
女
性
に

　
第
１
３
２
回
定
期
大
会
で
は

１３
人
の
代
議
員
・
役
員
が
発
言

し
た
。
以
下
、
発
言
要
旨
。

　
早
島
の
別
会
社
新
工
場
へ
出

向
希
望
を
出
し
た
山
陽
労
組
の

２
人
に
出
向
拒
否
を
通
告
、
異

職
種
配
転
を
強
行
し
た
事
件

は
、
山
陽
労
組
が
別
会
社
化
に

一
貫
し
て
反
対
方
針
で
あ
る
事

が
理
由
と
社
が
明
言
。
２
人
以

外
は
全
員
希
望
通
り
出
向
。
現

在
、
異
議
を
留
め
て
工
程
管
理

部
で
働
い
て
い
る
。

　
た
っ
た
３
人
で
闘
え
る
の
は

全
国
の
仲
間
の
支
援
の
お
か
げ

だ
。
お
礼
申
し
上
げ
る
。

　
宮
古
毎
日
労
組 （
垣
花
尚
）

　
当
労
組
は
１２
年
前
、
宮
古
島

で
初
め
て
で
き
た
地
元
資
本
の

民
間
の
組
合
。
そ
の
後
、
同
じ

マ
ス
コ
ミ
の
宮
古
新
報
、
宮
古

テ
レ
ビ
に
も
組
合
が
で
き
た
。

　
沖
縄
マ
ス
コ
ミ
労
協
宮
古
連

絡
会
議
を
３
労
組
で
作
り
、
平

和
学
習
会
を
毎
年
開
い
て
い

る
。
宮
古
島
は
完
全
な
保
守
地

盤
で
、
最
近
は
私
た
ち
の
新
聞

社
も
、
現
在
の
強
固
な
保
守
政

権
に
対
す
る
批
判
記
事
を
掲
載

し
た
が
ら
な
い
。
そ
う
い
う
報

道
に
怖
さ
を
感
じ
る
。
報
道
の

姿
勢
を
学
べ
る
の
が
組
合
の
い

い
と
こ
ろ
だ
。
　

　
こ
の
１２
年
間
、
契
約
社
員
の

正
社
員
化
を
中
心
に
闘
っ
て
き

た
が
、
そ
の
間
に
労
働
条
件
が

　
山
陽
労
組
（
田
淵
信
吾
）

　
中
労
委
と
県
労
委
で
係
争
中

の
争
議
に
つ
い
て
。
中
労
委
は

５
月
３１
日
の
審
問
で
藤
井
書
記

長
が
証
人
に
立
ち
、
賃
金
制
度

合
意
の
条
件
に
一
時
金
で
補
填

の
言
質
が
あ
っ
た
と
証
言
。
命

令
を
待
つ
。

大
会
発
言
要
旨

含
め
た
事
前
協
議
が
欠
か
せ
な

い
。
読
売
を
受
託
印
刷
し
て
い

る
他
の
労
組
か
ら
も
情
報
を
頂

き
、
協
議
し
て
い
き
た
い
。

全
国
書
記
会
議
に
つ
い
て
。

単
年
度
執
行
部
が
増
え
る
な
か

書
記
の
役
割
は
大
き
い
。
本
部

と
九
州
地
連
で
開
催
し
て
い
る

書
記
会
議
を
全
国
に
広
げ
た
い
。

退
任
あ
い
さ
つ

前
委
員
長　

小
林　

基
秀

総
力
結
集
へ
「沈
黙
は
禁
」

　
私
は
新
聞
労
連
委
員
長
に
就

任
す
る
前
に
、
委
員
長
を
引
き

受
け
た
こ
と
を
後
悔
し
ま
し

た
。
２
年
前
の
４
月
、
中
央
委

員
会
と
そ
の
前
日
の
中
執
会
議

を
傍
聴
し
た
際
、
賛
否
双
方
、

侃
々
諤
々
議
論
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
労
連
活
動
を
し

て
こ
な
か
っ
た
私
に
は
、
ど
う

答
弁
す
れ
ば
い
い
の
か
想
像
も

つ
か
な
か
っ
た
。

　
素
人
の
委
員
長
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
う
し
た
論
客
た
ち
の
力

を
借
り
る
し
か
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
呼
び
掛
け
た
の

が
「
沈
黙
は
禁
」。
必
ず
し
も
同

じ
考
え
方
で
は
な
い
人
た
ち
に

協
力
し
て
も
ら
う
に
は
、
徹
底

し
て
議
論
す
る
し
か
道
は
な
い

か
ら
で
す
。

　
委
員
長
を
終
え
た
今
の
教
訓

は
「
変
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
よ
う
と
思
わ
な
い
こ

と
」
で
す
。
そ
れ
を
実
感
し
た

の
が
、
４
月
１８
日
の
声
明
「『
セ

ク
ハ
ラ
は
人
権
侵
害
』
財
務
省

は
認
識
せ
よ
」
で
す
。

　
こ
の
中
で
大
き
な
反
響
・
共

感
を
呼
ん
だ
の
は
、
す
べ
て
単

組
の
女
性
役
員
た
ち
に
加
筆
し

て
も
ら
っ
た
部
分
で
す
。
私
の

頭
の
中
か
ら
は
出
て
こ
な
い
フ

レ
ー
ズ
で
し
た
。

　
２
年
ご
と
に
役
員
が
交
代
す

る
新
聞
労
連
の
唯
一
最
大
の

「
資
産
」
は
、
経
験
豊
富
な
書
記

た
ち
で
す
。
支
え
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
最
後
に
、
私
を
支

え
続
け
て
く
れ
た
北
海
道
新
聞

労
組
に
感
謝
し
ま
す
。
道
新
労

組
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。

次
の
仲
間
へ 

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

前
副
委
員
長　

大
津　

昭
浩

　
１
年
に
わ
た
り
、
新
聞
労
連

本
部
の
活
動
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
非
専

従
枠
と
し
て
ど
れ
だ
け
貢
献
で

き
る
の
か
未
知
数
で
あ
り
ま
し

た
が
、
多
少
と
も
お
役
に
立
て

ば
と
の
思
い
で
取
り
組
み
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
外
か
ら
見
て

い
る
立
場
で
し
た
が
、
労
連
本

部
の
業
務
は
１
年
を
通
じ
て
と

て
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で

い
た
、
と
い
う
印
象
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
職
懇
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
多
く
の
組
合
員

が
参
加
で
き
る
企
画
が
積
み
重

ね
ら
れ
て
来
た
結
果
な
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
17
年
度
決
算

が
単
年
度
黒
字
に
な
り
ま
し
た

が
、
非
専
従
役
員
枠
が
設
定
さ

れ
た
効
果
が
寄
与
し
た
の
で
あ

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
１０
年
ぶ
り
の
労
連
活
動
で
し

た
が
、
見
覚
え
の
あ
る
方
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
半
面
で
、
若
手
の
方
の
パ
ワ

ー
も
頼
も
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
本
部
書
記
局
で
は
毎
月
、

登
録
組
合
員
数
の
減
少
傾
向
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
活

動
の
質
を
落
と
さ
ず
に
、
組
織

拡
大
に
継
続
し
て
力
を
入
れ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
関
東
地
連
と
東
京
地
連
で
交

互
に
副
委
員
長
を
選
出
す
る
ロ

ー
テ
と
し
て
千
葉
日
報
労
組
、

化
学
工
業
労
組
に
続
い
て
３
期

目
。
全
下
野
労
組
か
ら
選
出
さ

れ
た
杉
山
惠
一
副
委
員
長
に
バ

ト
ン
を
渡
し
ま
し
た
。
全
国
の

皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

務
時
間
改
善
委
員
会
を
今
年
も

開
催
の
回
答
を
得
た
。
会
社
の

組
織
だ
が
、組
合
が
参
加
し
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。休
み
の
記

者
の
原
稿
は
使
わ
ず
連
絡
も
し

な
い
な
ど
簡
単
な
取
り
組
み
だ

が
職
場
か
ら
改
善
を
実
現
で
き

る
雰
囲
気
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
各
単
組
の
時
短
の
取
り
組
み

は
様
々
だ
。是
非
労
連
で
集
約

し
情
報
提
供
し
て
欲
し
い
。業

境
に
つ
い
て
。セ
ク
ハ
ラ
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
人
権
侵
害
も
そ
の
通

り
。
今
後
女
性
の
割
合
が
多
く

な
る
の
は
確
実
で
、取
り
組
み

は
重
要
だ
。
女
性
が
労
組
役
員

に
な
れ
る
よ
う
な
環
境
整
備
は

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
。

　
し
か
し
、
３
割
以
上
の
数
値

目
標
に
は
疑
問
を
感
じ
る
。
な

り
た
い
人
は
多
い
が
壁
が
多
い

と
聞
く
企
業
の
管
理
職
や
国
会

議
員
と
組
合
役
員
と
は
違
う
。

　
３
割
以
上
に
し
な
く
て
も
、

女
性
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
る
。
女
性
が
参
加
し
や

す
い
組
合
活
動
を
考
え
た
い
。

本
部
も
努
力
す
べ
き
。
3
役
の

う
ち
１
人
は
女
性
で
な
い
と
。

 

初
年
度
の
団
交
で
ベ
ア
、一
時
金
増

　
河
北
労
組
（
末
永
智
弘
）

　
新
聞
社
の
パ
ワ
ハ
ラ
体
質
を

早
く
一
掃
し
な
い
と
若
者
は
新

聞
業
界
か
ら
離
れ
る
し
、
入
っ

て
こ
な
く
な
る
。
組
合
が
先
頭

に
立
っ
て
取
り
組
も
う
。

　
労
働
運
動
の
重
要
性
が
増
し

て
い
る
。
今
の
労
働
条
件
は
こ

れ
ま
で
の
闘
い
の
成
果
だ
。
そ

だ
。

　
昨
年
労
連
に
加
盟
し
た
Ｅ
Ｎ

Ｐ
Ｐ
労
組
か
ら
、「
組
合
を
つ
く

っ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
発

言
。
ベ
ア
大
幅
ア
ッ
プ
や
組
合

活
動
の
権
利
拡
大
に
よ
る
着
実

な
前
進
。
こ
れ

ら
は
労
働
組
合

の
必
要
性
を
見

事
に
証
明
し
て

い
る
。

　
京
都
か
ら
新
聞
の
信
頼
を
広

げ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。
フ

リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
連
帯

し
、
民
主
主
義
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
に
寄
与
で
き
る
よ
う
新
聞

研
究
部
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
任
あ
い
さ
つ

争
議
支
援
の
恩
返
し
を

新
副
委
員
長　

杉
山　

惠
一

　
こ
の
度
、
第
１
３
２
回
定
期

大
会
に
て
ご
承
認
頂
き
、
新
聞

労
連
本
部
の
副
委
員
長
に
就
任

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
全
下
野
新

聞
労
働
組
合
の
杉
山
惠
一
で

す
。
微
力
な
が
ら
活
動
の
上
、

執
行
部
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
回
の
副
委
員
長
ポ
ス
ト

は
、
引
き
受
け
る
に
あ
た
り
戸

惑
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
私
共

の
過
去
の
争
議
の
際
、
新
聞
労

連
、
全
国
の
各
単
組
の
皆
さ
ん

の
お
力
添
え
は
感
謝
の
言
葉
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

は
、
そ
の
気
持
ち
に
「
少
し
で

も
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
」
と
思

っ
た
こ
と
、
我
々
単
組
の
現
書

記
長
の
熱
意
あ
る
依
頼
で
あ
る

こ
と
、
何
よ
り
も
現
委
員
長
が

私
と
同
期
入
社
で
あ
る
こ
と
で

受
け
る
決
断
を
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
私
は
営
業
職
場
で
勤

務
し
て
い
ま
す
。
単
組
内
で
は

過
去
に
青
年
部
長
の
経
験
が
あ

り
ま
す
が
、
新
聞
労
連
で
の
活

動
は
初
め
て
の
経
験
で
す
。
期

待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
た
状

態
で
定
期
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
が
、
労
連
本
部
役
員
、
各
中

執
の
皆
様
は
と
て
も
温
か
く
迎

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
使
い
古
さ
れ
た
言
葉
に
「
習

う
よ
り
慣
れ
ろ
」
と
言
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
過
去
２
年
間
、

日
暮
元
副
委
員
長
、
大
津
前
副

委
員
長
の
お
2
人
が
築
き
上
げ

た
実
績
を
引
き
継
ぎ
、
慣
れ
る

こ
と
か
ら
始
め
て
1
年
間
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｐ
労
組（
鈴
木
祐
道
）

　
昨
年
５
月
に
組
合
を
結
成
、

　
京
都
労
組
（
佐
藤
知
幸
）

　
近
畿
地
連
は
７
月
９
日
に
定

期
総
会
を
行
い
、
初
の
取
り
組

み
と
し
て
総
会
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
た
。「
関
西
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
向
か
う
道
」

と
題
し
、
官
庁
に
頼
ら
な
い
独

自
の
関
西
の
報
道
の
仕
方
を
改

め
て
問
い
直
し
た
。

　
東
住
吉
冤
罪
事
件
の
青
木
恵

子
さ
ん
が
基
調
講
演
し
、
メ
デ

ィ
ア
の
功
罪
を
語
っ
た
。
裁
判

が
長
期
化
す
る
中
で
新
聞
は
青

木
さ
ん
の
名
誉
回
復
を
し
た
の

か
、
自
戒
し
た
い
。
こ
の
思
い

を
全
国
の
仲
間
と
共
有
し
た
い
。

　
よ
り
良
い
紙
面
を
読
者
に
届

け
る
こ
と
も
組
合
の
役
割
だ
。

会
社
が
改
革
し
な
い
な
ら
組
合

が
や
る
、
と
い
う
姿
勢
が
今
後

　
中
国
労
組
（
小
島
正
和
）

　
西
日
本
豪
雨
に
際
し
て
は
、

労
連
の
仲
間
か
ら
お
見
舞
い
や

励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い

た
。
感
謝
す
る
。
当
労
組
の
組

合
員
ら
は
幸
い
人
的
被
害
や
家

屋
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
心
配

さ
れ
る
の
は
現
場
で
の
取
材
活

動
だ
。
被
災
地
が
広
域
な
上
、

猛
暑
も
重
な
り
過
酷
な
取
材
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。
休
日
確
保

や
安
全
配
慮
な
ど
会
社
の
姿
勢

を
監
視
し
、
命
と
健
康
を
重
視

し
て
い
き
た
い
。

　
８
月
５
日
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
広
島
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
く
。
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

の
川
崎
哲
氏
と
記
者
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
。
原
爆
の
犠
牲
と
な
っ

た
新
聞
労
働
者
の
碑
前
祭
も
あ

る
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。

　
新
聞
通
信
合
同
ユ
ニ
オ
ン
　	

　（
松
元
千
枝
）

　
電
波
新
聞
社
の
争
議
に
つ
い

て
。
組
合
活
動
企
画
賞
受
賞

は
、
今
後
の
課
題
に
取
り
組
む

際
の
大
き
な
励
み
に
な
る
。
全

国
の
仲
間
の
支
援
に
感
謝
す
る
。

　
セ
ク
ハ
ラ
１
１
０
番
に
つ
い

て
。
７
月
１
日
に
実
施
、
相
談

者
か
ら
セ
ク
ハ
ラ
は
仕
事
の
一

環
と
し
て
耐
え
て
い
た
と
い
う

話
が
続
出
。
職
場
の
過
酷
な
実

態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
組
合
役
員
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ

低
下
、
一
時
金
も
３
分
の
１
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら

は
組
合
員
皆
の
生
活
を
守
る
た

め
労
働
条
件
向
上
の
闘
い
を
す

る
。
支
援
願
い
た
い
。

れ
を
考
え
る
と
山
陽
労
組
へ
の

会
社
の
攻
撃
は
労
働
運
動
全
体

へ
の
挑
戦
だ
。
支
援
し
た
い
。

　
東
京
五
輪
は
復
興
五
輪
と
言

う
が
、
東
北
で
は
仮
設
住
宅
で

過
ご
す
人
が
ま
だ
い
る
。
五
輪

需
要
に
よ
る
資
材
高
騰
、
人
手

不
足
は
西
日
本
豪
雨
の
復
興
に

も
確
実
に
影
響
す
る
。
地
方
を

　
沖
タ
イ
労
組
（
新
崎
哲
史
）

　
沖
縄
の
現
状
に
つ
い
て
。
辺

野
古
新
基
地
建
設
の
護
岸
工
事

が
進
ん
で
い
る
。
翁
長
知
事
は

埋
め
立
て
承
認
取
り
消
し
の
手

続
き
に
入
る
。
県
民
投
票
の
署

名
が
既
定
の
２
倍
以
上
集
ま
っ

た
。
お
そ
ら
く
県
民
投
票
に
な

る
。
そ
し
て
11
月
に
は
県
知
事

選
だ
。
県
民
は
こ
の
問
題
で
22

年
間
振
り
回
さ
れ
て
疲
弊
し
て

い
る
。
若
者
に
も
賛
否
を
巡
っ

て
分
断
が
広
が
り
、
大
き
な
心

の
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
沖
縄

に
来
て
現
状
を
見
て
ほ
し
い
。

　
沖
縄
２
社
の
印
刷
協
業
化
に

つ
い
て
。
８
月
に
新
会
社
の
労

働
条
件
が
組
合
に
提
示
さ
れ

る
。
待
遇
の
切
り
下
げ
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
、
２
労
組
が
力

を
合
わ
せ
て
対
応
し
た
い
。

前
回
の
定
期
大
会
で
新
聞
労
連

の
仲
間
に
入
っ
た
。

　
発
足
当
初
、
団
交
を
敢
え
て

社
外
で
開
催
す
る
な
ど
、
組
合

に
一
切
便
宜
を
図
ろ
う
と
し
な

い
会
社
の
対
応
に
驚
い
た
。
団

交
に
は
愛
媛
労
組
の
執
行
部
に

も
入
っ
て
も
ら
い
、
昨
年
の
夏

一
時
金
で
は
プ
ラ
ス
０
・
03
カ

月
の
上
積
み
。
年
末
は
プ
ラ
ス

０
・
11
カ
月
、
春
闘
は
ベ
ア
２

０
０
０
円
と
通
勤
手
当
の
増
額

と
改
善
、
さ
ら
に
年
休
の
有
効

期
間
延
長
な
ど
の
改
善
を
勝
ち

取
れ
た
。

　
少
し
ず
つ
労
働
条
件
を
よ
く

で
き
て
い
る
。
組
合
を
作
っ
て

ラ
ン
ス
に
つ
い
て
。
１０
年
間
労

連
大
会
に
参
加
し
て
い
る
が
、

出
席
者
は
男
性
ば
か
り
。
変
わ

っ
て
い
な
い
。
せ
め
て
３
割
と

い
う
数
値
目
標
を
掲
げ
な
い
と

変
わ
ら
な
い
の
で
は
。
女
性
の

参
画
が
持
続
可
能
な
組
織
づ
く

り
に
繋
が
る
は
ず
だ
。

女
性
役
員
３
割 

数
値
目
標
に
期
待

　
毎
日
労
組 （
吉
永
磨
美
）

　
４
月
に
開
催
し
た
女
性
集
会

に
つ
い
て
。
去
年
秋
か
ら
準
備

を
進
め
た
。
テ
レ
朝
の
問
題
が

直
前
に
あ
り
、
緊
急
的
に
行
わ

れ
た
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
組

合
員
の
声
が
積
み
重
な
っ
て
開

か
れ
た
集
会
だ
。
セ
ク
ハ
ラ
が

盛
り
上
が
っ
た
が
、
子
育
て
両

立
支
援
の
関
心
も
高
か
っ
た
。

　
集
会
の
中
で
、
組
織
の
意
思

決
定
機
関
に
女
性
が
入
る
こ
と

が
大
事
、
多
様
な
視
点
を
も
ち

少
数
派
で
あ
る
女
性
の
声
を
拾

い
上
げ
る
意
識
が
強
く
な
る
、

会
社
に
要
求
す
る
組
合
か
ら
変

わ
ら
な
い
と
、
等
の
意
見
が
出

た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
労
連
か
ら

女
性
役
員
３
割
目
標
の
方
針
が

　
長
崎
労
組
（
山
口
栄
治
）

　
４
月
の
女
性
集
会
に
参
加

し
、
男
目
線
で
は
分
か
ら
な
い

こ
と
を
数
多
く
学
ば
せ
て
も
ら

っ
た
。
前
日
は
中
央
委
員
会
だ

っ
た
が
、
集
会
に
参
加
し
た
男

性
は
わ
ず
か
。
執
行
部
が
参
加

す
る
こ
と
で
、
単
組
に
持
ち
帰

っ
て
行
動
に
移
せ
る
こ
と
が
増

え
る
と
思
う
。
長
崎
は
女
性
部

長
と
と
も
に
早
速
セ
ク
ハ
ラ
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
中
だ
。

若
い
人
を
中
心
に
働
き
や
す
い

職
場
を
求
め
る
声
は
多
い
が
、

社
の
制
度
が
十
分
活
用
さ
れ
て

い
な
い
面
も
あ
り
企
画
し
た
。

育
児
や
介
護
を
し
な
が
ら
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
の
重
要

性
を
女
性
集
会
で
学
ん
だ
。

　

切
り
捨
て
首
都
だ
け
が
盛
り
上

が
る
の
は
許
さ
れ
な
い
。
多
様

な
視
点
で
報
道
し
て
ほ
し
い
。

出
た
。
全
面
的
に
賛
成
し
た
い
。

田淵（山陽労組）

垣花（宮古毎日労組）

今吉（宮日労組）見田（読売西部労組）

石坂（読売労組）

佐藤（京都労組）

小島（中国労組）

末永（河北労組）

新崎（沖タイ労組）

鈴木（ENPP 労組）

松元（合同ユニオン）

吉永（毎日労組）

山口（長崎労組）

　
読
売
労
組
（
石
坂
麻
子
）

　
方
針
の
男
女
平
等
の
労
働
環

界
の
働
き
方
の
実
態
を
示
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
効
果
的
だ
。

 

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
第
１
３
２
回
定
期
大
会

よ
か
っ
た
と
思
う
。
労
使
関
係

も
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。
前

を
向
い
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

の
新
聞
労
連
に
は
必
要
だ
。

 

組
合
方
針
の
違
い
で
人
事
を
差
別

　
宮
日
労
組
（
今
吉
誠
美
）

会
社
は
７
月
、「
明
日
、
読
売

新
聞
社
と
受
託
印
刷
の
基
本
合

意
を
結
ぶ
」
と
提
案
。
労
使
間

に
は
事
前
協
議
協
定
が
あ
り
、

労
使
共
同
決
定
が
原
則
。
即
抗

議
し
た
が
社
は
１
日
前
に
提
案

し
た
の
が
事
前
協
議
だ
と
し

た
。
新
た
な
収
益
事
業
に
取
り

組
む
事
に
つ
い
て
は
組
合
も
賛

成
の
立
場
だ
が
、
責
任
を
も
っ

て
印
刷
す
る
た
め
に
は
職
場
を

読
売
西
部
労
組（
見
田
真
一
）

　
方
針
に
あ
る
長
時
間
労
働
の

是
正
に
お
い
て
組
合
の
役
割
は

大
き
く
、目
下
最
大
の
使
命
だ
。

読
売
３
単
組
は
、長
時
間
労
働

是
正
、繁
忙
緩
和
、ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
促
進
を
今
春

闘
も
要
求
、昨
春
開
設
し
た
勤



熱い討論を繰り広げる登壇者たち

青
女
部
９
月
８
日
か
ら
全
代

東京地連が学習会

　
新
聞
労
連
北
海
道
地
方
連
合

（
道
地
連
）
第
５７
回
定
期
大
会

が
７
月
１４
日
、
札
幌
市
中
央
区

の
北
海
道
新
聞
社
で
開
か
れ

た
。
２
０
１
８
年
度
の
活
動
方

針
案
や
予
算
案
を
承
認
し
、
新

委
員
長
に
牧
之
段
英
樹
さ
ん

（
北
海
道
新
聞
労
組
）
が
選
出

さ
れ
た
。

　
大
会
に
は
坂
本
一
道
委
員
長

（
苫
小
牧
民
報
労
組
）
ら
１７
年

度
役
員
と
代
議
員
１９
人
が
出

席
。
新
聞
労
連
本
部
の
相
川
和

男
書
記
長
も
来
賓
と
し
て
臨
席

し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
坂
本
委

員
長
は
「
災
害
取
材
な
ど
で
昼

大
手
元
書
記
逝
く

　
新
聞
労
連
書
記
を
務
め
た
大

手
勉
（
お
お
て
・
つ
と
む
）
さ

関
東
は
上
毛
労
組
か
ら
選
出
へ

　
関
東
地
連
定
期
大
会
が
７
月

１３
、
１４
の
両
日
、
群
馬
県
渋
川

市
伊
香
保
町
の
温
泉
旅
館
で
開

か
れ
た
。
ホ
ス
ト
の
上
毛
新
聞

労
組
を
中
心
に
８
単
組
４０
人
あ

ま
り
が
出
席
。
経
営
民
主
化
、

近
畿
・委
員
長
に
上
野
氏

シ
ン
ポ

　
近
畿
地
連
は
７
月
９
日
、
第

５６
回
定
期
総
会
を
大
阪
市
の
大

阪
府
立
労
働
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
、
４０
人
が
参
加
し
た
。
活
動

報
告
、
方
針
と
も
原
案
通
り
可

決
さ
れ
た
。
来
賓
と
し
て
挨
拶

し
た
相
川
和
男
・
新
聞
労
連
本

部
書
記
長
は
「
組
合
は
長
時
間

労
働
を
止
め
る
最
後
の
砦
だ
。

活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
と
訴

え
た
。

　
新
委
員
長
に
上
野
傑
氏
（
神

戸
デ
イ
リ
ー
労
組
）、
副
委
員

長
に
太
田
尚
樹
氏
（
日
刊
ス

ポ
ー
ツ
西
日
本
労
組
）
を
選
出

夜
を
問
わ
ず
働
く
中
で
も
、
法

に
基
づ
い
て
き
ち
ん
と
し
た
働

き
方
が
で
き
る
よ
う
注
視
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

強
調
。
労
連
の
相
川
書
記
長
は

「
新
聞
業
界
は
内
憂
外
患
の
状

況
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

超
長
時
間
労
働
に
目
を
背
け
ず

働
き
方
を
見
直
す
き
っ
け
か
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
た
。

　
１７
年
１１
月
に
宮
城
県
で
開
か

れ
た
四
地
連
共
闘
会
議
な
ど
１７

年
度
の
活
動
報
告
と
、
決
算
報

告
を
承
認
し
た
。
１８
年
度
の
活

動
は
年
３
回
の
常
任
委
員
会
の

ほ
か
、
十
勝
毎
日
新
聞
労
組
が

ホ
ス
ト
に
な
り
春
闘
討
論
会
・

地
域
紙
共
闘
会
議
を
来
年
２
～

３
月
ご
ろ
に
開
く
こ
と
に
同

意
。
沖
縄
地
連
と
の
南
北
交
流

は
本
年
度
、
沖
縄
で
の
開
催
予

定
を
確
認
し
た
。

【
北
海
道
新
聞
労
組
・
牧
之
段

英
樹
】

読
者
・
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
新

聞
づ
く
り
な
ど
６
項
目
の
闘
い

の
方
針
を
了
承
し
、
今
後
も
健

全
な
新
聞
発
行
を
続
け
る
た
め

に
、
労
力
を
い
と
わ
ず
団
結
し

て
前
進
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

　
今
年
の
関
東
地
連
は
、
持
続

可
能
な
活
動
に
向
け
、
経
費
節

減
を
テ
ー
マ
に
据
え
た
。
隔
月

開
催
の
常
任
委
員
会
の
な
い
月

に
、
従
前
は
書
記
長
会
議
を
開

い
て
い
た
が
、
今
期
は
緊
急
時

ん
が
、
６
月
２０
日
、
尿
管
癌
の

た
め
亡
く
な
り
ま
し
た
。
享
年

ジムでクライミング

仕事も組合も忘れて集中

⑱

　
東
京
五
輪
の
種
目
に
決
定

し
、
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
。
人
気
の
高
ま
り
と
と
も

に
、
室
内
で
壁
を
登
る
こ
と

が
で
き
る
「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ジ
ム
」
も
急
増
し
て
い
る
。

現
在
全
国
に
約
５
５
０
の
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
約
２
０
０
が
首
都

圏
に
あ
る
と
い
う
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
が
、
私
が
ひ
ん
ぱ

ん
に
通
っ
て
い
る
東
京
・
文

京
区
の
「
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー

ル
」
。
仕
事
の
帰
り
や
休
日

に
立
ち
寄
り
、
壁
に
挑
ん
で

い
る
。

　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
何
が
そ

ん
な
に
面
白
い
の
か
と
聞
か

れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ま
っ

た
く
飽
き
な
い
の
が
不
思
議

な
と
こ
ろ
。
腕
力
や
柔
軟
性

を
要
求
さ
れ
る
フ
ィ
ジ
カ
ル

な
要
素
と
、
手
順
や
微
妙
な

体
の
位
置
の
違
い
が
成
否
を

分
け
る
パ
ズ
ル
的
な
要
素
を

併
せ
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ

う
。

　
私
が
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
始

め
た
１
９
８
０
年
代
に
は
こ

う
し
た
ジ
ム
は
な
く
、
登
り

た
け
れ
ば
休
日
に
岩
場
ま
で

出
か
け
る
し
か
な
か
っ
た
。

街
中
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る

に
は
石
垣
を
登
る
ぐ
ら
い
し

か
な
く
、
警
官
に
職
務
質
問

さ
れ
た
こ
と
も
。
今
は
大
半

の
人
が
ジ
ム
で
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
始
め
る
そ
う
で
、
ま
さ

に
隔
世
の
感
が
あ
る
。
壁
に

向
か
っ
て
い
る
と
仕
事
や
組

合
の
こ
と
な
ど
、
み
な
忘
れ

て
集
中
で
き
る
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
。
や
っ
た
こ
と
が
な
い
方

は
一
度
体
験
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

クライミングジムでボルダリング壁に挑む人たち

東京地連委員長

山村 学（共同労組）

　
怒
り
の
仕
組
み
と
対
処
法
を

学
ぶ
「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
学
習
会
が
７
月
３
日
、
東

京
地
連
主
催
で
開
か
れ
、
東
京

地
連
の
役
員
や
単
組
組
合
員
ら

が
参
加
し
た
。
講
義
を
聴
く
だ

け
で
な
く
、
自
ら
の
経
験
を
語

　
新
聞
労
連
青
年
女
性
部
は
６

月
２９
、
３０
の
両
日
、
東
京
都
の

労
連
事
務
局
で
第
３
回
代
表
委

員
会
を
開
き
、
２
０
１
８
年
度

全
国
代
表
者
会
議
（
全
代
）
を

９
月
８
、９
の
両
日
に
台
東
区

民
会
館
で
開
く
こ
と
を
決
め

た
。

　
全
国
代
表
者
会
議
で
は
、
新

代
表
委
員
へ
の
引
き
継
ぎ
や
地

連
活
動
報
告
、
恒
例
と
な
っ
た

青
女
部
ニ
ュ
ー
ス
大
賞
の
表
彰

式
を
行
う
ほ
か
、
労
働
組
合
と

し
て
、
青
女
部
と
し
て
、
新
入

社
員
を
ど
う
迎
え
る
か
を
考
え

る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｗ
）

に
取
り
組
む
。

　
Ｇ
Ｗ
は
全
国
的
に
組
合
員
が

減
少
し
、
若
手
の
離
職
率
も
高

ま
る
中
、
未
来
を
担
う
新
入
社

員
に
組
合
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
で
、
青
女
部
活
動
の
活
性
化

を
図
る
の
が
目
的
。
新
人
へ
の

組
合
概
要
説
明
▽
メ
ン
タ
ー
制

度
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
▽
レ

ク
な
ど
の
活
動
提
案
―
の
３

テ
ー
マ
で
各
２
班
ず
つ
、
計
６

班
に
分
か
れ
て
議
論
し
、
発
表

を
行
う
。

　
可
能
な
限
り
、
全
国
各
単
組

の
青
女
部
長
の
参
加
を
募
り
た

い
。
８
月
２５
、
２６
の
両
日
に
本

年
度
最
後
と
な
る
第
４
回
代
表

委
員
会
を
開
き
、
全
代
の
議
案

書
作
成
に
取
り
組
む
。

【
青
年
女
性
部
長
・
吉
村
瑛
人
】

り
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
べ

き
か
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

参
加
型
の
学
習
会
と
な
っ
た
。

　
講
師
を
務
め
た
の
は
弁
護
士

で
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

シ
ニ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

田
部
知
江
子
さ
ん
。
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
怒
り
の

感
情
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め

の
心
理
教
育
で
、
怒
る
必
要
の

あ
る
こ
と
は
上
手
に
怒
り
、
怒

る
必
要
の
な
い
こ
と
に
は
怒
ら

な
く
な
る
こ
と
を
言
う
。

　
東
京
都
文
京
区
で
開
か
れ
た

学
習
会
で
は
、
各
参
加
者
が
、

さ
さ
い
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で

生
じ
た
夫
婦
げ
ん
か
や
、
職
場

で
無
視
さ
れ
た
体
験
な
ど
、
最

近
怒
り
を
感
じ
た
こ
と
を
紹
介

し
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

体
験
が
重
要
だ
っ
た
の
か
否
か

に
つ
い
て
検
討
し
、
実
際
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
問
題
か
ど

う
か
を
判
断
し
て
い
く
方
法
を

学
ん
だ
。

　
ま
た
田
部
さ
ん
は
、
自
分
が

「
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」
と
考
え

る
理
想
と
、
他
人
の
考
え
る
理

想
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
怒
り
を
生
じ

事
件
そ
の
後 

追
う
責
務

し
た
。
書
記
長
は
京
都
労
組
か

ら
選
出
の
予
定
。上
野
氏
は「
組

合
員
の
無
関
心
を
解
消
し
『
こ

ん
な
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
』

を
形
に
す
る
取
り
組
み
を
し
よ

う
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
近
畿
地
連
は
定
期
総
会
に
続

き
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
関

西
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
向
か
う

道
」
を
開
催
。
冤
罪
被
害
者
の

青
木
恵
子
さ
ん
と
、
裁
判
を
支

援
し
た
伊
賀
カ
ズ
ミ
さ
ん
（
日

本
国
民
救
援
会
中
央
本
部
副
会

長
）
の
対
談
を
聴
講
し
た
。

　
青
木
さ
ん
は
、
大
阪
市
東
住

吉
区
で
小
学
６
年
の
娘
を
保
険

金
目
的
で
殺
し
た
と
疑
わ
れ
、

１
９
９
５
年
か
ら
２
０
１
５
年

ま
で
拘
置
所
・
刑
務
所
で
過
ご

し
、
再
審
無
罪
と
な
っ
た
。
娘

を
失
っ
た
悲
し
み
の
中
で
自
供

を
迫
ら
れ
、
死
に
た
い
と
思
っ

て
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
「
自

白
」
し
た
経
緯
を
紹
介
。
報
道

機
関
に
対
し
「
初
公
判
、論
告
、

判
決
だ
け
で
な
く
、
被
告
人
質

問
を
て
い
ね
い
に
取
材
し
て
ほ

し
い
」
と
求
め
た
。

　
さ
ら
に
樋
田
毅
さ
ん
（
元
朝

日
新
聞
記
者
）、
石
崎
勝
伸
さ

ん
（
神
戸
新
聞
記
者
）、
迫
川

緑
さ
ん
（
関
西
テ
レ
ビ
）
が
パ

ネ
ル
討
論
に
参
加
。
青
木
さ
ん

の
冤
罪
事
件
で
、
出
火
を
巡
る

再
現
実
験
に
テ
レ
ビ
局
が
協
力

し
た
こ
と
が
そ
の
後
の
裁
判
に

影
響
し
た
こ
と
な
ど
が
青
木
さ

ん
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。
パ
ネ
リ

ス
ト
か
ら
は
「
新
聞
社
に
も
否

認
事
件
の
そ
の
後
を
追
う
チ
ー

ム
が
欲
し
い
」
な
ど
の
意
見
が

出
た
。

　
討
論
の
進
行
役
を
務
め
た
中

塚
久
美
子
さ
ん
（
朝
日
新
聞
労

組
大
阪
支
部
委
員
長
）
は
終
了

後
、「
青
木
さ
ん
の
講
演
を
各

地
連
・
単
組
で
実
施
し
、
１
人

で
も
多
く
の
組
合
員
が
そ
の
生

の
声
を
聴
く
べ
き
だ
」
と
指
摘

し
た
。

【
朝
日
新
聞
労
組
・
蜷
川
大
介
】

北
海
道
は
牧
之
段
氏

を
除
き
、
常
任
委
と
同
時
開
催

と
決
め
、
前
年
度
約
７０
万
円
の

支
出
減
と
な
っ
た
。
参
加
率
も

高
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続

し
て
い
く
方
針
。

　
次
年
度
の
地
連
委
員
長
は
、

役
選
ロ
ー
テ
か
ら
上
毛
労
組
か

ら
選
出
さ
れ
る
。
最
終
的
な
人

選
は
次
の
常
任
委
ま
で
持
ち
越

し
と
な
っ
た
。

　
次
回
常
任
委
は
、
茨
城
新
聞

労
組
が
ホ
ス
ト
と
な
り
、
９
月

下
旬
に
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

を
主
会
場
に
し
て
開
く
。
利
用

客
の
減
少
で
全
国
の
ロ
ー
カ
ル

鉄
道
が
経
営
難
に
直
面
す
る
な

か
、
廃
線
の
危
機
を
乗
り
越
え

た
「
ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
」

に
乗
り
、
同
社
関
係
者
か
ら
再

生
へ
の
道
筋
や
、
住
民
や
観
光

客
に
愛
さ
れ
る
秘
策
に
つ
い

て
、
直
接
尋
ね
る
。

【
上
毛
新
聞
労
組
・
中
里
徳
良
】

さ
せ
る
と
指
摘
。
他
人
の
立
場

に
立
っ
て
問
題
を
と
ら
え
直
す

こ
と
で
、
解
決
の
糸
口
が
見
つ

か
る
こ
と
も
あ
る
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。参
加
者
の
１
人
は「
漠

然
と
し
た
怒
り
の
原
因
に
つ
い

て
、
分
析
す
る
方
法
が
参
考
に

な
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

 
３
地
連
で
定
期
大
会  

６９
歳
。

　
大
手
さ
ん
は
群
馬
県
出
身
。

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。
早
稲
田

大
学
理
工
学
部
工
学
基
礎
実
験

室
勤
務
を
経
て
７２
年
に
新
聞
労

連
本
部
書
記
局
へ
入
局
。
労
連

本
部
に
勤
務
し
て
い
た
３４
年

間
、
新
聞
労
連
青
年
婦
人
協
議

会
、
機
関
紙
部
、
新
聞
研
究
部

を
担
当
し
、
０６
年
に
５７
歳
で
早

期
退
職
し
ま
し
た
。

　
退
職
後
は
新
聞
Ｏ
Ｂ
会(

東

京)

に
参
加
し
活
動
し
て
い
ま

し
た
。

怒りを鎮めるカギ

相手の立場で思考
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